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資産運用立国の岐路にたつ我が国
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資産運用立国が目指すべ
き長期分散投資
＝「一般に受け入れられている投資理論に基づく」運用
＝保守的なプロ（つまり年金）の運用手法を規範とする
＝ポートフォリオ全体の運用成績の最大化を目指す運用、銘柄選択より
もアセット・アロケーションやリバランスに注力した運用
＝（特に投資初心者の場合は）積立による長期分散投資

従来型の短期集中投資
＝相場観に基づく投資
＝儲かる銘柄への単品投資
＝上昇相場を期待して、売買の｢タイミング｣を見計らう投資
いずれも投資手法としては一般的だが、投資のベテランに適した投資方針
投資初心者の手には負えない可能性があることが課題
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米国の投資信託の購入経路は確定拠出年金等と証券のアドバイザー

Investment Company Institute,” Fact Book ,2023” https://www.ici.org/system/files/2023-05/2023-factbook.pdf 

投資信託の購入経路

証券のアドバイ
ザーのみ

投資信託を保有する米国世帯に占め
る割合（％）

｢それ以外｣の購入経路

投資信託を保有する米国世帯に占める割合（％）

｢それ以外｣のみ
わからない

投資信託会社、ネット証券
のみ

証券のアドバイザー、投資信
託会社、ネット証券

確定拠出年金等と
｢それ以外｣の併用

確定拠出年金等のみ
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金融庁(2023年4月)「資産運用業高度化プログレスレポート 2023」
https://www.fsa.go.jp/news/r4/sonota/20230421/20230421_1.pdf

日米で変化する投資方針

短期集中投資 長期分散投資

目指すべきアドバイスの流れ従来型アドバイスの流れ



我が国における長期分散投資の認知度は低い

日本証券業協会(2021年12月15日) 「証券投資に関する全国調査（調査結果概要）」 https://www.jsda.or.jp/shiryoshitsu/toukei/data/files/2021gaiyou20211215.pdf 5



投資方針の違いは｢投資洗練度｣の違いか

日本証券業協会(2021年12月15日) 「証券投資に関する全国調査（調査結果概要）」 https://www.jsda.or.jp/shiryoshitsu/toukei/data/files/2021gaiyou20211215.pdf
日本証券業協会(2023年2月) 「個人投資家の証券投資に関する意識調査報告書(2022年)｣https://www.jsda.or.jp/shiryoshitsu/toukei/2022ishikichousasyousai.pdf 6

年収に応じて「長期投資」・「積立投資」・「分散投資」がリスクを減らすのに有効ということの認知が高まる 

金融リテラシーに応じて長期投資性向が高まる（投資信託保有者）

https://www.jsda.or.jp/shiryoshitsu/toukei/data/files/2021gaiyou20211215.pdf


野村総合研究所(2022年11月) 「日本の資産運用ビジネス 2022/2023」

我が国の現役世代に変化の兆し
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